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はじめに
　学校教育で何を学ぷのか，学ぱせるのか，というテーマは，近代教育制度改革の中で，常に巾
心となる課題であり，それは各学校段階の教育課程で修得すべき学科目の設定に具現化されてい
る。明治5（1872）年の学制では，小学校を「教育ノ初級ニシテ人民一般必ス学ハスンハアルヘ
カラサルモノ」，中学校を「小学ヲ経タル生徒二，普通ノ学科ヲ教ル所」，大学を「高尚ノ諸学ヲ
教ル専門科ノ学校ナリ」と位置づけ，体系的な学科編成を行った。
　このような「普通ノ学科」「専門科」という二つの学間体系が，教育史に初めて登場するのは，
明治2（1869）年6月の大学校以下四学校の規則を定めた政府の達しにある開成学校の条文であ
る。ここで規定されたr普通学」は草稿でr是科非大学校之所宜設姑存以補中学小学之未倣1〕」
と説明が加えられているように，大学の予科的性格のものであった。しかし，明治3（1870）年
2月の「大学規則」及び「中小学規則」では，r子弟凡八歳ニシテ小学二入リ普通学ヲ修メ兼テ
大学専門五科ノ大意ヲ知ル」とあり，「普通学」は「句読・習字・算術・語学・地理」を指し，
いわゆる読書算といった人民共通の教育と上級学校の基礎教育を意昧している。さらに同年閏10
月の「大学南校規則」では，先の開成学校の規定と同様に，洋学による普通科と専門科が設置さ
れた。
　一方，諸藩においても政府あるいは他藩の学制改革に倣い二つの学間体系を採用するところが
現れた。新たに設定された「普通学」は，読書算といった日常一般に必要な教育から語学や地理
・歴史，翻訳書を中心とした洋学，さらには武学を含むものまで多様な内容である‘2〕。「専門学」
はともかく，「普通学」「普通科」については未だその定義が不確定で，なかには「普通学」が何
たるかわからず学科目の設定にまで至らなかった藩もあった㈹。
　先行研究では学制以前における諸藩の「普通学」について，主にr府県施政順序」と「巾小学
規則」という二つの系譜により考察を行い，エリート教育と大衆教育という矛盾と限界を指摘し
ているがω，具体的にこの時期にどのような観点から形成され展開していったのかを検討した研
究は数少ない㈹。
　本研究では，まず，維新後いち早く先駆的な教育を実施し諸藩の「普通学」の規定にも影響を
与えたと思われる静岡藩の徳川家兵学枝（以下，沼津兵学校と称す）の教育に着目し，学校規貝1」
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の作成を司った頭取西周の学校構想を追究することによリ，学制以前にどのような教育を行おう
としていたのかを考察する。また，沼津兵学校では「普通学」という名称は用いられていないが，
西が明治3年11月に東京で開いた育英舎において初めてr普通学」について講じていることから，
西の考える「普通学」とは何だったのかを沼津兵学校の教育との関連性も踏まえながら明らかに
していきたい。
I．沼津兵学校における基礎教育
　沼津兵学校は旧幕臣の駿府移住後，頭取西周をはじめ旧海陸軍所・開成所出身者を教官として
明治元年12月に創設された。同4（1871）年9月に兵部省の管轄となった後，翌5（1872）年5
月に沼津出張兵学寮の東京移転により実質的に廃校となる迄，短い間ではあったが，諸藩への教
師派遣や留学生の受け入れなどを通して学制以前の教育に全国的な影響力があったと考えられる。
沼津兵学校の付属機関であった徳川家兵学校付属小学校は（以下，付属小学校と称す），教育史
上「初等教育課程近代化の先駆」として位置づけられている㈹。沼津兵学校の入学資格は原則的
に14歳から18歳迄で，付属小学校の教育課程を修了後読書算の及第試験が科せられた。生徒は資
業生から本業生，そして士官候補生である得業生の順に進級していくシステムで，資業生は書史
講論や語学・数学・兵学などを4年間，本業生は専門三科に分かれて3年間の修業が用意されて
いた㈹。
（1〕基礎課程重視の教育内容
　沼津兵学校での教育は，兵学校生徒が著した沿革史に「学科ハ英仏語学，究理，天文，地理，
歴史，数学，図画，調馬，試銃砲，操練，器械学，戦法，築造，軍律，化学，水理等トシ生徒ハ
最初普通科トモ称スヘキ学科修業中ハ典ノ各義ヲ資業生ト云ヒ夫ヨリ本科生トモ称スヘキニ至リ
自己ノ志望ニヨリ歩兵将校，砲兵将校，築造将校ノミ専門二分チタリ㈹」とあって，「普通科」
及ぴ「専門科」として捉えられている。
　学校規則の作成に当たった頭取西周や一等教授方赤松大三郎はオランダ留学の経験があり，
「沼津兵学校捷菩」の教育内容は文久2（1862）年に神田孝平が翻訳した『和蘭王兵学校捷
書（9〕』との共通性が認められる。しかし，修行年隈については，オランダが4年であるのに対し，
沼津では専門大意を学ぷ基礎課程が4年間，専門三科が3年間の計7年と規定され，基礎課程に
かなリの比重が置かれている。沼津兵学校の学科は自然科学系が占め，原書や翻訳書といった洋
学が中心であったが，書史講論には漢書や和書を使用するなど，三学合併という先駆的な教育方
針が取られている。三学合併の方針は付属小学校でも同様で，洋算，作文，体操等が教授された。
　教育内容は単に法則の詰め込みにとどまらず，例えぱ数学の初級は，「英国尋常衡数は一斤ポ
ンド即一六両なり，一両オンスは即一六銭ダラムな■），今英国八斤一二匁八銭なり，これを銭数
に化する時は如何〔m〕」といったように文章題が主で，読解力や実用的な貨幣計算と同時に地理
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学を学、；二ように工夫され，諸科学を連関させた系統的な学習が企図されていた。
　このような基礎課程重視の傾向には，どのような背景があるのだろうか。
　それは，直按的には幕末の軍制改革における課題｛11〕に対応したものといえよう。日本におけ
る教育の問題点，すなわち，教育内容並ぴに教育方法の無秩序は，すでに安政年閉の長崎海軍伝
習（1855～1859）でオランダ人教官カッテンディーケκα〃α〃批4附∫C（1816－1866）によ
リ指摘されていた㈹。さらに慶応3（1867）年にフランス陸軍伝習団長のシャノワンα〃〃oゴ脇
C。∫ノ1（1835－1915）から徳川慶喜へ提出された建白でも「そもそも真の兵術教導は，一般教
導を基本となす。方今の日本の士官，多くはこれを欠如せリ」とあリ，r武人は，何の兵に属す
るに論なく，すべて始めに学ぷべき通教あリ，これを一般教導といふ。もし始めにこれを学ぴ置
かざれば，諸芸上達しがたし」と説明が加えられている㈹。シャノワンのいう「一般教導」と
は専門課程の前提となる基礎課程を意味している。また，同じくフランス陸軍歩兵教師長メスロ
ー此∬θ1oち且λ．（1841一？）は「幼年の間，後来何の行をなすに論なくすぺて学ぷべき学科あ
り。数学，地理学等の如し。これを通教といふ」と述べ114〕，士官養成の際に教官が考慮すぺき
項目の一つとして生徒の通教における成績を上げている。「幼年」がどの年齢を指しているのか
わからないが，中国の古典「礼記」にある「幼学」が1O歳で教師に学ぷことから，メスローのい
う「通教」とは初等教育段階の幅広い教育内容を指すと考えられよう。慶応4（1868）年2月に
創刊された「中外新聞」紙上でも「フランス教師の訓導を受けたる日本士官」の投菩として，
「先づ児童の小学校を建て，其教導の仕方は他日諸科の学に進み易き様に行ふぺし」と提言があ
リ㈹，小学校での幅広い知識の修得が言及されている。「中外新聞」は旧幕臣を中心に全国的に
流布しておリ，当然のことながら，この投書によって，小学校における基礎教育，言い換えれぱ
人民共通の教育の必要性が広く認識されたと思われる。
　したがって，外国人教官の助言に加え，幕末のオランダ留学によリ西洋の教育制度をつぷさに
観察してきた頭取西周にとって，基礎課程重視の教育は，近代国家における士官養成の在リ方に
必要不可欠なものであったと推測できよう。
12〕基礎教育の展開　一文武学校から近代学校へ一
　明治2（1869）年3月沼津兵学枝は，藩命によリ学校名から「陸軍」を削除して「文武学校」
への転換を図ろうとした。自然科学系と人文科学系の学科から成る兵学校資業生の基礎課程は，
兵学専攻以外についてもその役割を十分果たしうるものであった。それは，同年4月に西周が起
草した「徳川家沼津学校追加捷書㈹」（以下，「追加淀書」と称す）から窺い知ることができる。
そこでは「文学」の学科として，「政律，史遭，医科，利用」の4科を設定している。
　政律科は政治や法律関係者，史遣科は大小学の教官や通訳，医科は医師，利用科は土木・器械
・鉱山・農業等の技術者といった専門豪の養成を目的とした。各科資業生の教育内容は，兵学校
資業生の科目から軍事訓練を減らし，各基礎専門科目を追加することによリ作成されている。例
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えば政綱斗と史遣科では軍事訓練を緩め，数学は尋常代数学までとし，漢学及ぴ歴史・地理学を
増やす，医科と利用科では軍事訓練を大幅に削減し，物理・化学を加えるといった科目編成が行
われた。また西は，政律科と史適科では地理と歴史，医科では物理，利用科では物理と数学を重
視するよう提昭した。「文学」の学科といえども，簡単な軍箏訓練の履修が義務づけられている
のが特徴的といえよう。
　ところで，この「追加捷書」は実際に実施されたのだろうか。沼津学校へ改称されたことは確
認できるが，「文学」の4科が設置された形跡は兄当たらない。その替わり，明治3（1870）年
1月に「捷書」の追加変更があリ，小学教員と軍医の履修科目が設けられ，陸軍士官養成以外の
教育目的が打ち咄されている。「資業生中士官タルヲ願ハスシテ小学教員ヲ欲スル者ハ特二之ヲ
許シ其授業ハ操練及ヒ図画ヲ除キテ書史講論ヲニ時間トナシ更二蒙求ヲ加へ㈹」て，兵学校で
小学教員の養成を行おうとしたのである。これ以前から「資業生は自分も英漢数三科の教授を受
けながらに後進生に教授したる故に後々教官を以て身を立つるに至る者出でなリしも今の師範学
校生徒の境遇なりき㈹」という状況であったが，小学教員の履修科目を別途に規定したことは
両期的である。静岡藩では，明治3年1月の「静岡藩小学校捷書｛19〕」の制定によリ読書算に限
リ庶民へも入学を許可し藩内各所へ小学校を設置しており，小学教員の養成はその需要を予想し
ての措置といえよう。しかし，「病身にて往々士官となるべき兄込無之と自信する者は軍医欺小
学校教官の内何れとも志願の趣を申出べし㈹」という藩の配慮にもかかわらず，志願者は少な
かったようである一21〕。
　「追加捷書」とほぽ同様の学校構想が，西周が明治3年2月に故郷の津和野藩主へ提出した
「文武学校基本丼規則書㈱」（以下，「規貝1』書」と称す）にまとめられている。「規則書」では，
府に大学，藩県に国学，郡郷に小学を設置するという三段階の学校体系が紹介された。国学は中
学に柵当する。また，国家の士官養成機関が未だ組織化されていないことを理由に国学レペルで
の「武学」の設置を提噌している。要するに，藩県においては小学を初級学校とし，その上に
「文学」（「政律史遺医科利用」の4科）と「武学」という二つの専攻科をもった文武学校を設ける
というのである。小学の具体例として，沼津の事例が取リ上げられている。
　付属小学校を全国のモデル校と考えていた西が理想とした小学校は「諸術合併之小学」であっ
て，「諸術合併之小学二候得は自然童生管轄之遺も行屈且又学術之取捨進趨之疾除等総而教師之
責二任セ又童生も東奔西走之患無之自分進歩も連カニ有之候㈹」と述べられている。
　西は，小学の教育目的は「孝弟忠信」と「六芸ノ類」，すなわち，遭徳と学問・技術の教授の
二つで「孝弟忠信等之義は人性二根さし候義二而畢童教不申候連も随分出来可中芸術之義は不学
候而は一寸も難解候事明白之義二御座候」と，「芸術」，つまリ学間と披術の修得には学習が必要
であると主張した。また，「芸術之義は小学二而は専ら平人凡夫通用之学術耳二而農夫商人之子
弟も打混シ人間壼通之事業ヲ教る耳二而典余各般之学科は当人之好尚と技量之大小ヲ得と兄届候
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上なら而は許容不致義二有之是即小学試業ヲ厳密二相立テ非材之者は国学二入候義敢而不許之義
二御座候畢寛小学試業ヲ厳重二致候は愚人凡材ヲ憐候義二而性来愚凡之者は高上之学術杯二断念
致候而自身農業商業或は作業杯之内一寸も早く兄習候様致候得は国家之利益当人之大幸此二本つ
き候義二御座候㈹」と述ぺ，小学では庶民の子弟も一緒にして日常一般に必要な学術を教授す
るという人民共通の教育の意義を説いた。また，上級学校への進学は試験による避抜とし，その
対象は必ずしも士族に限定されてはいない。
　「規則書」で注意をひくのは，体操により身体を鍛錬し将来ドイツの制度に倣った国民皆兵を
企図している点であろう。西はすでに微兵制を意識した人民共通の教育を考案しているのである。
m．西周の「普通学co㎜㎜㎝∫c’ε肌8」
（1〕学問体系としての「普通学」
　以上のように，沼津兵学校の教育は，資業生の課程においては専門学に対する基礎課程を実施
し，付属小学校においては最終的には人民共通の教育を打ち出すに至った。沼津では「普通学」
という名称は用いられていないが，福井・鹿児島・徳島藩などでは，沼津に倣った教育内容を
「普通学」と称している。
　西周がr普通学」という名称を使用したのは，明治3（1870）年11月に開設した家塾育英舎で
講じられた「百学連環肋卿1oμ肋」講義においてである。育英舎は，西の兵部省出仕に伴い上
京した福井藩士のために設けられたもので，沼津兵学校からの転入組が多くを占めていた㈹。
彼らの藩命による修業名目には，「政弗学」と記されている㈹。「百学連環」講義は，西の学閉
研究の集大成というべきもので，その中で西は自身の「普通学」を展開している。西はE〃のlClo一
μ肋の語源はギリシャ語であリ，「童子を輪の巾に入れて教育をなすとの意なリ」との解釈か
ら，これを「百学連環」と訳したと述べている㈹。「百学」は，E㈹1Clo卯肋が「百般の学科を
挙て記載せるもの」であることに由来している。大久保利謙氏は，幕末のオランダ留学における
五科学習（性法之学・万国公法之学・国法之学・制産之学・政表之学）といった「いわぱ大学的
な講義によって，西洋学問の在り方に開口艮した」西が，「西洋諸学について，まず専門別による
体系的な摂取が基本的であることに着眼」し，それが「百学連環」講義となって実現した，と解
説を加えている㈱。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普　通　学　　　　　　殊　別　学　「百学連環」では，「学術にニッの性質あリ。一はω舳閉o〃一はμ肋〃〃是な1），普通とは
一理の万事に係はるを云ひ，殊別とは唯ター事に関するを云ふなリ㈱」と，学術を「普通学」
と「殊別学」の二つに分類した。
　「普通学」は，歴史Hゐfoη，地理学Gωgゆ伽，文章学”2〃1〃2，数学”α肋〃〃此∫の四学
で，「殊別学」は心理上学〃2〃2c物1∫加〃62と物理上学P伽sゴω1∫伽κ2に区別され，心理上学
には神理学η1201o馴，哲学P〃o∫oψ伽，政事・法律月o〃此S＆〃〃等，物理上学には格物学
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P伽㎞，星学λ∫肋〃o〃，化学α1舳｛∫卿，造化史ル〃〃〃∫’oσ等をあげ，今日でいう人文
科学と自然科学に分類した。
　西は「普通学」の第一として歴史を上げている。すなわち「第一∬肋σなるものは古来あリ
し所の率跡を挙て書キ記し，所謂温故知新の遣理に適ふを以て普通とす。学者萄も今を知るを要
せんには，必す先す之を古に考へ知らさるへからす㈹」と述べ，今を知るにはまず古を知ると
いう方法が明示されている。これは，すべての瑛象が進化発展するものであるという思想に基づ
いておリ，それゆえ，歴史は「普通学」の第一番目に挙げられるのである。先の「追加捷書」及
ぴ「規則書」に規定された政綱斗と史遣科が歴史と地理を重視していたのも，このような考えに
基づくといえよう。「追加捷書」や「規則書」にある資業生の教育内容は，各専門学に対する基
礎課程の色彩が強く，いわゆる職業人養成の学枝に近いものとなっているが，「百学連環」にみ
る「普通学」は，学間全てに関わる基礎となる点において，ヨーロッパにおける教養教育を枕佛
とさせる。
（2〕酉周のcommonの理解
　ところで，「百学連環」を構築するにあたリ，西はルイス著“λ　〃0G灰λP㎜CλZ㎜・
τ0Rγ0F肌0∫0〃γ”㈹及ぴハミルトン著“ムECTσR㎜0W〃Eτ4〃γSlCS　A〃D
五0αC”（ヨ2〕を参考にしたと言われ，特に，前者を通じてコントの諸科学の序列（∫曲肌2∫αあ一
∫肋ゴ侮gε〃8〃伽∫C伽Cε∫Co肌”8晦切ガた〃脆閥ぬC〆〃㈱）を研究したことが先行研究によ
り明らかにされている㈹。ルイスの著作では抽象的，一般的，基礎的科学としてαろ∫f㎜cf／g刎一
θ〃／ル〃α舳肋1∫6伽oε∫，具体的，特殊的，記述的科学としてco肌π物吹励4∂鮒ψエゴ〃召／
切〃㎝伽／∫360〃伽η∫挑〃62∫といった表現が用いられているが，西はσo舳刎o〃∫o伽cらμ〃ひ
〃ムα7∫Cゴ2舳を用い，60伽〃o〃∫6伽6εを「普通学」の訳語として採用している。
　では，なぜ西は敢えて60肋刎oηを採州したのだろうか。幕末に普及した英和辞典では60舳・
〃o〃に関する語句が以下のように定義されている㈹。
　　60〃〃〃o〃　　　　通例ノ，平常ノ，モヤヒノ
　　ω〃〃〃o〃ぴ　　　凡夫，諸厄利亜ノ大評定所二次ク評定所，諸人ト共二獣ヲ飼フ牧人，大
　　　　　　　　　　学校ノ第二級ノ学生
　　ω刎刎o郷　　　　凡夫，諸厄利亜ノ大評定所二次ク評定所，卓子上ノモヤイノ食物
　　60〃〃〃o〃ω2α舳　共和政治
とあり，Co舳〃ηが社全的な意味合いの訳語を多く持っていることがわかる。60舳κo〃〃にあ
る「大学校ノ第二級ノ学生」とは，大学校が専門者（第一級ノ学生か）の養成機関であるとする
ならぱ，専門教育をまだ身につけていない者を指すのではないかと考えられる。
　ω1舳o閉∫6ゴθ脇の根底には，西の社全的志向が読みとれよう。西は，「百学連環」講義におい
て，「学」と「術」の関係について「凡そ世上の万民，術を行なはさるものなし，其術の上には
学制以前における「普通学」に関する一考察 97
必す学あるものなるか故に，世間悉く学者ならさるはなし，警へは一郷の中に名主あ1），元ト放
班学よリ出さるへからす，農夫及ひ紺屋等の如きは化学より出て，大工あリ器械学に出るか如く，
天下の人皆学術の人ならさるはなし㈹」と述べ，政班学をすぺてのと‘）決まリをなすものとし
て最高位に位置づけている。
　「百学連環」の中で政事学は，「殊別学」の心理上学に属すものであリ，その解説において西は，
とI〕わけイギリスの立憲制度を賞賛しその政治体制を次のように分析した。「英国の政体
　　珊圭　紳播房　平民厨は∫o〃舳晦〃，五〇〃〃o㎜ε，Co刎刎o〃と三ツの大権柄とす。通常立法，行法，断定の三権は君主
の筆握するところなりと雄も，英国の如きは君主敢て悉く之を掌握することなく，立法の権柄を
紳搭房及ぴ平民房に委託し，君民上下相共に政体を掌握するなり。紳搭房とは王族貴戚の門閥家
の会議するところ，即ち上院と称するものなリ。平民房とは平民の全議する所にして，即ち下院
と称するものなり。平民の全議とは万人悉く会議するにあらす，典人員定リありて万民の中よリ
之を選択するなり㈹」とある。西は東洋と西洋の「郡県」制にもふれ，r漢士」は「秦の始皇の
天下を私するところより起り」，西洋は「天下を公になさんと欲するよリ起るところなリ」と説
いた㈹。西周の主張は，それまでの君主を中心とした少人数の政治から，議会を中心に集団が
リードしていくという，市民社会を基本としていた。イギリスの政体を良しとする主張は，西に
限らず，中村正直をはじめ，当時の歴史認識として広く行き渡っていた㈹。
　イギリスにおけるoo閉閉o〃は〃〃8と対になる公を指し，g6〃舳1の同義語として扱われて
いるが，貫族以外の庶民，あるいは一般大衆を意昧する言葉でもあった。例えぱω舳〃o〃ぴは，
以下のように，より社金性をもった語句として使われている㈹。
①λ閉舳肋ぴ伽60伽舳〃伽1〃伽90〃σ〆9桃〃励’惚棚，6肋刎
　　λ舳舳ろ〃ぴ伽Co〃〃ψCo舳刎o〃Co舳6〃（〆1二〇〃伽）
②〃o〃gθ〃舳1ポ0肌ぴ伽cω〃舳o〃μo〃2〃舳舳ろ〃ぴ肋θω舳〃o〃α伽（No〃ψ〃2∂
　　f00〃〃0〃〃κ吻〃冶ψα〃γ）
③λ榊舳ろ〃ψ伽∬α侭2〆Co閉閉o〃∫
　したがって，西はこの定義を日本に応㎜し，文明化社全を支える新興勢力をCω舳o〃2γに置
き換え，将来的にそのような市民社全を担う人材育成に必要な一般教養をCo舳〃伽∫6チθ〃02と結
びつけたのではないだろうか㈹。
　西の「百学連環」は，「政事学」修行のために育英舎で学んでいた福井藩士を通じて松平慶永
にも回覧され，「実に天下必要の件已にして政府の役人これを見て学ぴ其方法を考察し施行する
ならぱ文明開化の域に日進の功を急がずして自然に人民日々開化日進すべしと思はれた1）｛41〕」
と，賞賛されている。
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おわりに
　以上，学制以前における「普通学」について，沼津兵学校の教育並ぴに西胴の「百学連環」講
義を琳例に考察を進めてきた。
　沼津兵学校の教育は，直按的には幕末の軍制改革の課題であった基礎教育の充実を克服したも
のであリ，また，諸科学を連関させた系統的な学習を実施した点において，後の「百学連環」の
思想に連統するものといえよう。兵学校が陸軍士官養成から文武の人材養成へ教育目的を転換し
ていく巾で，西は，近代国家のモデル校として小学校並ぴに上級学校としての文武学校という学
枝構想を整備し，文学校ではこれまでの兵学校の基礎課程を基本として，各専門ごとに基礎専門
科目を梯予式に導入するという方法を打ち出した。沼津兵学校において具体化したのは，小学教
員と軍医の養成のみであったが，職業人養成のための教育課程の設置は先駆的な試みであった。
他方，西は小学校を人民共通の教育の場として位証づけ，修了後は進学あるいは就業等，自身の
遭を兄い出すことが国家及ぴ個人の幸福であると主張した。琳実，静岡藩の学制改革では，小学
校における読書算の教育を庶民に開放し，人民共通の教育の浸透を図ろうとした。しかし，庶民
の就学はあくまでも小学校における初級段階の読書算であって，そこには依然として階級的な制
約が存在していた。小学校における人民共通の教育と上級学校における人材教育という二つの基
本的な教育の捉え方は，試験による遺抜により接続するが，具体向勺に西がどこまでを教育対象と
して考えていたのかについては，さらなる検討が必要である。
　沼津における教育は，諸藩の学制改革にも影響を及ぽしている。福井藩と鹿児島藩では沼津兵
学校の資業生の教育課程を「普通之学」と称し，また，徳島藩では士民を対象として，付属小学
校に倣った教育内容を「普通学」と規定した。
　西の学校構想では，上級学校における基礎課程は，単に専門課程の予備教育にとどまらず，さ
らに甫度な基礎教育へと展開した。西の考えるr普通学oo1舳o”∫伽κ2」とは，近代国家を支
える市民としての一般教養であり，換言すれぱ，ヨーロッパの伝統的な教養教育に匹敵する学問
体系の構築を試みたといえよう。
　このように学制以前における「普通学」の形成過程は，それまでの教育の反省点に立って近代
的な教育の在リ方を模索する過程であリ，未完成ではあるが，本論で取リ扱った沼津兵学校の教
育並びに西燭の「普通学」にみるように，専門課程に対する基礎課程，あるいは市民社全の人材
になる’ための教養教育の確立を目指したものであると考えられる。
　（註）
（1）　「大学学規国校規則等」（大久保利謙文庫所蔵〕。
（2）　「普通学」を小学校の教育課程とした藩は，福山・岩国・篠山・高知藩，京都府等，洋学とした藩は名古屋
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（3〕
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
（11）
｛12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19）
｛20）
｛21）
（22）
（23）
｛24）
（25）
（26）
（27）
（28）
（29）
｛30）
・小諦藩等，国淡洋三学合併としたのは弘前・佐倉・松尾・金沢・岸和田・松江藩等，国漢洋武（兵）学と
したのは福丼・鹿児島藩等である（「府県史料』，「日本教育史資料』〕。
松本藩。「洋学二至テハ我藩未ダ開ケズ倣二普通学ノ若キモ能クコレヲ知ル者ナシ而シテ刺規二血レハー日
トシテ閉カサルヲ得ス」｛「長野県教育史』第7史料編1．1972年、406頁）。
小松周沓「巾小学規則（閉治3年〕と地方学制改革」（『金沢大学教育学部紀要」第13号，人文科学祉全科学
編，1965年）14－31頁。倉沢剛「学制の研究」1973年，講談社。水原克敏r近代日本カリキュラム政策史研
究』1997年，風間書房。井上久雄『学制論考」1963年，風間書房。
武田晃二『明治初期における「普通学」・「普通教育』概念の連関構造」｛「日本の教育史学』第34集，1991
年〕。武田氏は主に学制期を中心に論じている。西潟諦の「普通学」教育に関しては，前掲の倉沢論文や水
原論文でも取り上げられている。
幕末維新学校研究全編『幕末維新期における「学校」の組織化』多賀出版，1996年、9頁。
「徳川家兵学校淀書」｛「日本教育史資科』一，192－201頁）。
間宮喜十郎『沼津小誌付沼津近世大幕記』沼津市立駿河図書館，1985年，117－118頁。
『和蘭王兵学校捷書」（大久保利謙文庫所蔵）。
塚本明毅嘩算訓蒙」1869年，早稲田大学図書館所蔵。
拙稿「沼津兵学校における教育の史的考察一旧幕教育機関の制度改革一」（『早稲田大学大学院文学研究科紀
要』第42輯・第1分冊，1997年）159－170頁参照。
カッテンディーケ『長崎伝習所の日々』東洋文庫26，平凡社，1964年，54頁。
江藤淳編『勝海舟全集14」陸軍歴史1V，講談社，1975年，165頁。
前掲『勝海舟全集14」隆軍歴史1V，121頁。
木村毅編嘩末明治新聞全集』第3巻，世界文庫，1961年，213－214頁。
「沼津兵学校追加淀書」（大久保利謙編「西周全集』第2審，宗高書房，1961年）47ト476頁。
「口本教育史資料』一，201頁。
石橋絢彦編「沼津兵学校沿剃3〕」｛「同方全誌』40号，1916年）15－16頁。
「瀞岡藩小学校綻書」（「静岡県教育史』資料編上巻，1973年）8－12頁。
前掲「沼津兵学校沿刺6〕」（「同方全誌』43号，1216年）20頁。
「（明治3年）三月の試薬に及第せざる者に対し二十三歳以上の者は医学又は小学校教官を志願すぺしと達せ
られたれぱ落第者此二方面に転じたる者も多かリき」〔前掴r沼津兵学校沿箪（5〕」｛r同方全誌」42号，1916
年）28頁〕。「医科志望者は最も少きを以て是年の末に至リ頭取は兵科志望都1Iより数十名を選抜し之に告げ
て日く学校にて養成する医科生は普通の御太鼓医師にあらず軍陣に臨み負傷老を治療するを専務とする葉に
して身分の取扱ひは将校と異ならずなど・西洋軍制の状を説き聞かせ終に之に服従せしめられたり其輩拾三
人あり」（前掲「沼津兵学校沿刺6〕」20頁）。
「支武学校基本丼規則書」｛大久保利謙編「西周全集』第2巻，宗荷書房，1961年）487頁。
同前，488頁。
同前，488－489頁。r芸術」に関しては，佐久間象山がr東洋道徳，西洋芸術」という使い方をしているが・
西の『芸術」の定義は広い意昧での「学間と披術」を指すと考えられる。西は「百学連環」の巾で，「学術
技芸∫c｛伽α伽∂λ沽」について旧月確な解釈を加えている。
「育英舎則」（同前，509－515頁）。
「子共勤書」｛熊取正光氏所蔵〕。
「百学連環」（前掲『西周全集』第4巻，1981年，11頁）。
同前，595頁。
同前，35頁。
同前，73頁。
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小泉仰「西周と欧米恩想との出会い』三繊菩房，1989年。
｝1〕0CKEτ1〕κnOMRγ0Fτ㎜EWGL旭〃λ〃0〃〃八㎜E　Lλ州G㎝GE　改訂増補英和対訳
袖珍辞書」1867年，江戸（早稲田大学図書館所蔵）。
前掲「百学連環」，4ト47頁。
同前，217－218頁。
同前，231頁。
田巾彰・宮地正人編「歴史認識』日本近代恩想大系13、岩波書店，1991年。
ノλ〃ESλ．〃1〃σR灰λγ閉1VEW　EWG五1S〃D∫Cn0州4Rγ0〃〃1∫τ0灰1CλL　PRZMC肥LES”γ0L－
n，0XFORD　jλττ〃E　CZλ灰E㎜αV　PRES∫，1893
西とは時期的にも概念的にも異なるが，福沢諭吉も新しい「教養」について論じている。天野郁夫氏は
rr高等普通教育』の理念にはじめて恩想的な基礎を与えた」のは福沢であると指摘している。r良家の子弟」
に福沢が期待したのはrミッヅルカラッス化」であリ，それには新しいr教養」，つまリr実学」が必要と
された。福沢はr高尚の学老たるを要せず，又専門の芸術家たるにも及ばす，唯その知識見聞を博くして物
理学人郵学の概略を知る」老を「普通学者」と呼んだ（明治21年講演〕。天野氏は，「福沢のいう『実学」と
は，まさにそうしたr普通学者」を育成するためのr高等普通教育』であった」と述ぺている（天野郁夫
『近代日本高等教育研究』玉川大学出版都，1989年，395－397頁）。
前掲「百学連環」，601頁。
